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１．開催主旨 

平成 11（1999）年 2 月 18 日の「ごみ非常事態宣言」から 20 年を迎えるにあたり、これ

までの市民の皆さまのごみ減量へのご協力に対する感謝の気持ちをお伝えするとともに、

これからの未来に向けた環境保全の取り組みを進めていくため、より多くの方々の関心と

参加をいただけるよう、「なごやのみらい Open Together!」をイベントタイトルに様々

な企画を考え、事業展開しました。 

 

 

２．コンセプト 

 

港区には名古屋市の環境行政の転換点を象徴する藤前干潟があり、同区に創られた「みなとアクルス」

は自然との調和、省エネルギー、温室効果ガスの大幅な削減を可能とした魅力的でモデルとなる持続可

能な低炭素なまちです。 

「みなとアクルス」でイベントを開催し、持続可能なまちづくり・くらしづくり、その先にある「なご

やのみらい」について、参加いただく皆様へ発信します。 
 

 

３．開催概要 

■日時：平成 31（2019）年 2 月 16 日（土）10：00～16：00 
■場所：みなとアクルス（三井ショッピングパーク ららぽーと名古屋みなとアクルス） 
    みなとアクルスエネルギーセンター 

■参加者数：約 6,000 名 
■実施主体 
 主催：「なごや環境大学」実行委員会 
 共催：東邦ガス株式会社、三井不動産株式会社、中日新聞社、 
     公益財団法人古紙再生促進センター中部地区委員会、中部製紙原料商工組合、 
    愛知県古紙協同組合、名古屋リサイクル協同組合、名古屋市 
 協力：株式会社ワタナベエンターテインメント、藤前干潟ふれあい事業実行委員会、 
    環境省中部地方環境事務所 
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４．実施内容 

■記念式典：感謝状贈呈式／次世代発表 [センターコート（ステージ）] 

【出演】涌井史郎（「なごや環境大学」学長）、河村たかし（名古屋市長）、加藤玲子（名古
屋市女性団体連絡協議会 会長）、神野英之（名古屋市区政協力委員議長協議会 議
長）、中村 剛（名古屋市保健環境委員会 会長）、富士文化幼稚園、MAG!C☆PRINCE 

【司会】小堀勝啓 
 
「ごみ非常事態宣言」からこれまでに名古屋市の市民の皆さまが築いた歴史を振り返るとともに、名古

屋市長から、ごみ減量にご尽力いただいた地域団体へ感謝状が贈呈されました。また、次世代を担う子

ども達により、幼稚園での環境にやさしい取り組みの発表やエコソングを元気に歌って踊るエコステー

ジを披露していただきました。式典の最後には、出演者・観客のみなさまによりなごやの未来にむけて

開会宣言を行いました。 

 

■「なごやのみらい」トークショー [センターコート（ステージ）] 

【出演】涌井史郎（「なごや環境大学」学長）、飯尾歩（中日新聞論説委員） 

    MAG!C☆PRINCE、名古屋学芸大学学生 

【進行】深谷里奈（東海ラジオパーソナリティ） 

 

会場を、なごや環境大学が設立した名古屋の未来を考える「なごや・未来 創造センター」の教室に見

立てて、気候変動や生物多様性など地球規模の問題や、名古屋でごみ非常事態宣言から生まれた市民協

働の取り組み、会場に展示してあったペットボトルモニュメントを通して学んだ海洋性プラスチックご

みなどの環境問題について講義しました。また、客席と意見を交わしながら、自分の身近でできる取り

組みが未来への一歩に繋がることをわかりやすく学びました。 

トークショーの最後には会場と一体となって、未来につながるアクション宣言を行いました。 
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■オープンキャンパス  

みなとアクルス一帯で、なごや環境大学を支える多様な主体により、ワークショップやパネル展示、エ

コクッキングやエコツアー、SDGｓスタンプラリーなどを実施し、子どもから大人の方まで楽しく環境

について学んでいただき、「なごや環境大学」を一日体験していただきました。 

 

 

[センターコート] 

 

 

 

[エネルギーセンター周辺] 
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[ららスタジオ] 

[店舗、その他会場スペース] 

 

■参加団体の発表 [センターコート（ステージ）] 

・ミュージカル「天使が町にやってきた～藤前干潟から～」 [センターコート（ステージ）] 

 【出演】本多”taco-bow”正典、劇団シンデレラ 

・なごや環境大学 PR動画の制作について発表 [センターコート（ステージ）] 

 【出演】名古屋外国語大学横山ゼミナール・なごや環境大学ユースチーム 

・なごや環境大学ゼミ活動発表・ブース発表 [センターコート（ステージ）] 

 【出演】生ごみ出さないプロジェクト、都市の自然のモノサシ研究会、出展者の皆様 
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■ライブ [デカゴン（ステージ）] 

・八神純子さんチャリティトーク＆ライブ [デカゴン（ステージ）] 

【出演】八神純子、石川喜一朗（愛知県古紙協同組合 理事長）、小堀勝啓 

    愛知淑徳中学・高校、東邦高校 

 

名古屋出身のシンガーソングライター八神純子さんを迎えてトーク＆ライブを開催しました。ステージ

では環境に関するトークや力強い歌声による歌唱で、来場者に環境意識の啓発や今後の取り組みへの協

力を呼びかけました。観覧にあたってはフードドライブへの食品寄付を募ったところ、385 名の方から、

ご家庭で余った食品 177 ㎏が集まりました。（参考：イベントあたりの平均回収量 25kg（H30 年度）） 

 

・MAG!C☆PRINCEミニライブ [デカゴン（ステージ）] 

【出演】MAG!C☆PRINCE 

 

名古屋市公式アプリ「名古屋なんて、だいすき」応援大使の MAG!C☆PRINCE のみなさんを迎えてミ

ニライブを開催しました。ミニライブに参加したファンの方に対し、小型家電リサイクルを始め、マイ

バッグ・マイボトルを使う、ごみの分別をするなど身近な暮らしと結びつく環境にやさしい取り組みに

ついて発信しました。観覧にあたっては使用済み小型家電の回収を呼び掛けたところ、301 名の方から、

141 ㎏が集まりました。（参考：イベントあたりの平均回収量 63kg（H30 年度）） 

 

 

 

 

５．参加・協力団体と出展内容 

■センターコート（ステージ） 

出演者 タイトル 

名古屋市 

オープニング・感謝状贈呈式・次世代発表 

富士文化幼稚園 

名古屋市地域女性団体連絡協議会 会長 

加藤玲子 

名古屋市区政協力委員議長協議会 議長 

神野英之 

名古屋市保健環境委員会 会長 中村剛 
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「なごや環境大学」実行委員会 

「なごやのみらい」トークショー 

なごや環境大学学長 涌井史郎 

中日新聞論説委員 飯尾歩 

MAG!C☆PRINCE 

深谷里奈 

名古屋学芸大学 学生 

本多”taco-bow”正典 
ミュージカル「天使が町にやってきた～藤前干潟から～」 

劇団シンデレラ 

名古屋外国語大学・なごや環境大学ユース

チーム 

なごや環境大学 PR 動画の制作について発表 

 

生ごみ出さないプロジェクト 
ゼミ活動発表 

都市の自然のモノサシ研究会 

「なごや環境大学」実行委員会 ブース発表 

「なごや環境大学」実行委員会 エンディング 

 
■センターコート（オープンキャンパス） 全 23団体 

出展者 タイトル 

環境ボランティアサークル亀の子隊 きれいな海を守る心を広げよう！ 

特定非営利活動法人こどもＮＰＯ 子どもたちと一緒につくる持続可能な未来 

名東自然倶楽部 名東自然倶楽部 いたかの森の楽集講座 

メダカの学校 アトピーだって大丈夫！メダカの学校で笑顔を取り戻そう 

ＮＰＯ法人藤前干潟を守る会 ごみ埋め立てから守られた藤前干潟 

株式会社カインズ タイルコースターづくり 

花王グループカスタマーマーケティング

株式会社 
いっしょに ECO 

株式会社キラックス 
生分解性樹脂を使用したごみ袋・レジ袋、紙製食品包材

など環境にやさしい製品のご案内です 

株式会社シンギ 紙ストローを使ってみませんか 

スターバックスコーヒー STARBUCKS のエシカルや eco について 

東邦ガス株式会社 エネルギーセンター内イベントのご案内 

株式会社良品計画（無印良品） オリジナルマイバッグを作ろう！ 

名古屋国際中学校・高等学校 Sus-Teen!の活動報告や Sus-ガチャの展示 

名古屋市環境局工場課 そうだったのか！ごみ処理場 

名古屋市環境局資源化推進室 小型家電の解体体験！ 

名古屋市環境局施設課 木の実のリースづくり・埋め立てチャレンジ 

名古屋市環境局事業部作業課 ごみ・資源分別クイズ 

名古屋市環境局大気環境対策課 もし燃料電池自動車が自宅にあったら～災害時～ 

環境省中部地方環境事務所 環境省 中部地方環境事務所のご紹介 

名古屋市交通局乗客誘致推進課 市バス・地下鉄で GO Together！With ハッチ― 

名古屋市住宅都市局名古屋港管理組合 名古屋港の環境と海水の浄化実験 

蔦屋書店 環境に関する絵本の読み聞かせ 

本部/「なごや環境大学」実行委員会 SDGs スタンプラリー受付・交換場所 
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■デカゴン（ステージ） 

出演者 タイトル 

八神純子（Office  J） 

八神純子トーク&ライブ 

愛知県古紙協同組合理事長 石川喜一郎 

愛知淑徳中学校・高等学校 

東邦高等学校 

認定 NPO 法人セカンドハーベスト名古屋 

MAG！C☆PRINCE（株式会社ワタナベエ

ンターテインメント） MAG！C☆PRINCEミニライブ 

名古屋市観光文化交流局 

 

■その他 

出展者 タイトル 

なごや生物多様性センター 第 38 回生物多様性カフェ「藤前干潟の生きもの今昔」 

名古屋市環境局減量推進室 39 ロード 

なごや環境大学」実行委員会 MY 行動宣言 

 

 

 

６．広報 

１）制作物 
 

■イベントタイトルロゴ 
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■チラシ 

 

■ポスター 
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■交通局（地下鉄）チラシ 

 
■広報なごや 2019年 2月号 
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■当日案内チラシ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
■当日館内ポスター 
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■当日案内看板 

 
■SDGsスタンプラリー 
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２）メディア掲載実績 

掲載・ 

放映日 

媒体名 見出し等 

2019年
2/2 

Rｉｓａ2 月号 
 

なごやのみらい Open Together! 

2/8 中日新聞朝刊 
 

なごやのみらい Open Together! 

2/10 等 中京テレビ『ナゴヤでしょ！』 
 

ごみの減量～ごみ非常事態宣言２０周年～ 

2/11 等 ＣＢＣラジオ『名古屋市だより』 「ごみ非常事態宣言」２０周年記念イベント
のお知らせ 

2/15 中日新聞朝刊 
 

市「ごみ非常事態宣言」18 日で 20 年 

2/15 ＺＩＰ ＦＭ 『NAGOYA CITY I 
LOVE NAGOYA！』 

「ごみ非常事態宣言」20 周年記念イベント
開催 

2/16 ＣＢＣテレビ ごみ非常事態宣言から 20 年、名古屋市が記
念式典 

2/16 中京テレビ 「ごみ非常事態宣言」から 20 年、名古屋市
が記念イベント 

2/17 中日新聞朝刊 
 

ごみ非常事態宣言 20 周年でイベント 

3/2 Rｉｓａ3 月号 「ごみ非常事態 20 年」記念イベントで未来
に誓い 

 

 
 
３）広報効果アンケート結果 

アンケート実施方法：本部受付にて質問→シールにて回答 
質問項目：本イベントをどのように知りましたか？ 
回答結果：回答数 110 人 
 

 媒  体 割  合 

A 広報なごや 13.8％（15 人） 

B 名古屋市営地下鉄内 6.4％（ 7 人） 

C 区役所等の公共施設（チラシや掲示物等） 5.4％（ 6 人） 

D ホームページやＳＮＳ（ブログ、Twitter 等） 12.7％（14 人） 

E みなとアクルス（ららぽーと）に来て知った 45.4％（50 人） 

F その他（Ａ～Ｅ以外） 
→ラジオで聞いた、知人から聞いたなど 

16.3％（18 人） 

以上 


